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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

発達障害者支援法の成立，特別支援教育の開始と推進，インクルーシブ教育への転換，診断

マニュアル DSM の改正（ DSM-5 の発表）など， LD（学習障害・限局性学習症 (DSM-5)）， ADHD（注

意欠陥多動性障害・注意欠如多動症 (DSM-5)）， ASD（自閉症スペクトラム障害・自閉スペクトラ

ム症 (DSM-5)）， DCD（発達性協調運動障害・発達性協調運動症 (DSM-5)）などの発達障害のある

児童生徒の理解と支援の必要性がますます高まっている。 また，発達障害の認知機能の特性を

解明して，その制約に応じた教育的指導・支援を検討することが，学校教育現場，とりわけ通

常の学級における教育活動において，ますます求められている。本研究は，発達障害児童生徒

の認知機能の制約の特徴を解明して，教育的指導・支 援法の手掛かりを発見することを目的と

して行われた。具体的には４つの研究を進めた。  

第一は「発達障害児・者における視覚探索機能の特徴と支援 」である （研究協力者：大学院

生・斎藤遼太郎）。視覚探索機能についてキャンセレーションタスクに着目し，発達障害児・者

(自閉症・ LD， ADHD)を対象に行われた研究を概観し，整理した。  

第二は「発達障害児・者の視空間性ワーキングメモリの特徴 」である（研究協力者：大学院

生・大井雄平）。ワーキングメモリの中でも特に視空間性ワーキングメモリに注目し，発達障害

児・者の視空間性ワーキング メモリの特徴に関する研究を概観した。まず，視空間性ワーキン

グメモリの指すところを確認した後，視空間性ワーキングメモリの代表的な評価方法を紹介 し，

発達障害児・者の視空間性ワーキングメモリの特徴を検討した研究を概観 した。  

 第三は、「認知プランニングにおける内言の役割－二重課題パラダイムによるハノイの塔課

題の成績と AQ に注目して 」である（研究協力者：千葉大学研究員・平田正吾）。 定型発達の成

人に対して二重課題パラダイムによる 「ハノイの塔」 課題を行い，その成績の特徴について検

討し、さらに対象者の自閉症特性の程度につ いての評価も行い，「ハノイの塔」課題の成績との

関連を検討した。  

 第四に「自閉症スペクトラム障害児の立位姿勢に対する Light touch の有無と足位変化の影

響」である（研究協力者：大学院生・ 粟田晏代 ）。自閉症スペクトラム障害 (ASD)児の立位姿勢

に対する Light touch の有無と足位変化の影響について 、身体動揺を指標として、定型発達者

のデータと比較しつつ検討した。  

 今回の研究全般を通じて ，認知特性とアセスメントとの関連についてもできる限り検討する

ようにした。実証データを収集し，実際の指導支援まで踏み 込んだ研究 は難しく、今後の課題

として提起された。  
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